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資料１ 夕張市の基礎データの整理 

１－１ 人口 

①総人口の推移と将来推計 

夕張市の人口は、昭和 35 年（1960 年）の 107,972 人（住民登録人口としては、昭和 35 年４月 30

日時点の 116,908人）をピークとして減少を続け、平成 27年（2015年）10月１日には 8,843人と急

速に人口減少・少子高齢化が進んでいます。国立社会保障・人口問題研究所（以下、社人研）によると、夕張

市の人口は令和 12 年（2030年）に 4,603人、令和 27年（2045 年）に 2,253人となり平成 27 年

（2015年）時点の半数以下になると推計されています。 

 

《図 総人口の推移と将来人口推計》 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料：総務省「国勢調査」（大正 9年～平成 27年）、国立社会保障･人口問題研究所「日本の地域別将来人口推計（平成

30年 3月推計）」（令和 2年～令和 27年） 

  

51,064

48,697

51,967

42,508

64,998

82,123

99,530

107,332

107,972

85,141

69,871

50,131

41,715

31,665

20,969

17,116

14,791

13,001

10,922

8,843

7,185

5,778

4,603
3,653

2,882

2,253

0

20,000

40,000

60,000

80,000

100,000

120,000

T9

(1920)

S5

(1930)

S15

(1940)

S25

(1950)

S35

(1960)

S45

(1970)

S55

(1980)

H2

(1990)

H12

(2000)

H22

(2010)

R2

(2020)

R12

(2030)

R22

(2040)

（人）

社人研推計値

→H19年財政再建団体、

H22年財政再生団体に移行

→H2年三菱南大夕張炭鉱閉山

→エネルギー政策の転換

（S34年石炭鉱業合理化政策「新合理化長期計画」）

→S18年市制施行
最多人口：116,908人

（S35年4月30日 住民登録人口）

住民基本台帳人口

7,386人（R3年（2021年）２月末）
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夕張市では、すでに高齢者人口も減少する人口減少段階に入っており、夕張市の人口は令和 27 年

（2045年）には 2,253人となり、平成 27年（2015年）時点の半数以下になると推計されています。こ

れは、社人研推計による国や北海道の人口減少度合いと比較しても、より急激なものであることがわかりま

す。 

 

《図 国・北海道・夕張市の人口推計比較（平成 27年を 100 とした場合）》 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料：国立社会保障･人口問題研究所「日本の将来推計人口（平成 29年 1月推計）」「日本の地域別将来人口推計（平成

30年 3月推計）」 
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②年齢別人口の推移と将来推計 

年齢３区分別の人口推移をみると、平成 27 年（2015 年）には老年人口数、高齢化率ともに、生産年齢

人口数と生産年齢人口割合を上回っており、今後もこの状況が続くと見込まれています。また、高齢化率は、

平成 27年（2015年）時点で 48.6％であり、令和 12年（2030年）には 53.3％、令和 27年（2045

年）には約 59.3％と、今後も上昇を続けると見込まれます。 

 

《図 年齢３区分別人口・高齢化率の推移と将来推計》 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料：総務省「国勢調査」、国立社会保障･人口問題研究所「日本の地域別将来人口推計（平成 30年 3月推計）」 

 

《図 年齢３区分別人口割合の推移と推計 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料：総務省「国勢調査」、国立社会保障･人口問題研究所「日本の地域別将来人口推計（平成 30年 3月推計）」 
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《図 年齢５歳階級別人口の将来推計》 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料：国立社会保障･人口問題研究所「日本の地域別将来人口推計（平成 30年 3月推計）」 

 

③地区別の人口推移と将来推計 

本庁、若菜、南部、清水沢、沼ノ沢、紅葉山の各地区の人口について平成 22 年（2010 年）から令和２年

（2020 年）の人口の変化をみると、各地区とも 10 年間で人口減少が進んでおり、平成 22 年時点の５～

８割程度の水準となっています。人口減少率は南部地区で最も大きく、紅葉山地区で最も小さくなっていま

す。 

《図 平成 22年→令和２年の地区別の人口変化》 （各年ともに１月１日現在） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料：夕張市住民基本台帳 

 

《図 平成 22年→令和２年の地区別の人口変化率》 （各年ともに１月１日現在） 
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夕張市の地区別に将来人口推計を行った場合、令和 22 年（2040 年）には、ほとんどの地区で人口が

1/3 程度に減少すると予測されます。また将来的にも、清水沢地区に人口が最も集積する一方、現時点で

人口の少ない南部地区で人口減少が大きいと予測されます。 

 

注）地区別の将来人口の算出にあたっては、以下の２通りの方法を用いています。方法①：社人研で使用されている夕張市全

体の移動率、子ども女性比、0～4 歳性比を各小地域に適用して、将来人口推計を行った。（図中の凡例では「社人研」と表

記）。方法②：小地域（町丁・字）毎に純移動率及び子ども女性比（男・女児別）を算出し、これを用いて将来人口予測を行っ

た。（図中の凡例では「小地域毎」と表記） 

 

《図 令和 22年（2040年）の地区別の人口推計》 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料：国土技術政策総合研究所「将来人口・世帯予測ツール V2」を用いて算出 

 

 

【図 令和 22年（2040年）地区別の人口推計（平成 27年（2015年）を 100 とした場合）》 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料：国土技術政策総合研究所「将来人口・世帯予測ツール V2」を用いて算出 
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④500ｍメッシュ毎の将来人口推計 

500ｍメッシュ毎の将来人口推計結果をみると、令和２年（2020 年）時点では、本庁地区、若菜地区、清

水沢地区、沼ノ沢地区、紅葉山地区での人口密度が比較的高くなっています。 

《図 令和２年（2020年）の 500ｍメッシュ推計人口（全市）》 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料：国土数値情報「500mメッシュ別将来推計人口（H30国政局推計）」を基に作成 
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令和 12 年（2030 年）時点では、全市的に人口密度が低下し、５人/ha 以上を示すメッシュが減少する

一方で、南部地区、楓・登川地区等で無居住化するメッシュも見られます。 

 

《図 令和 12年（2030年）の 500ｍメッシュ推計人口（全市）》 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料：国土数値情報「500mメッシュ別将来推計人口（H30国政局推計）」を基に作成 
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令和 22 年（2040 年）時点では、更に人口密度が低下し、５人/ha 以上を示すメッシュがあるのは清水

沢地区、沼ノ沢地区のみとなります。また、南部地区、楓・登川地区等で無居住化するメッシュが増加し若菜

地区や真谷地地区でも無居住化するメッシュがあります。 

 

《図 令和 22年（2040年）の 500ｍメッシュ推計人口（全市）》 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

資料：国土数値情報「500mメッシュ別将来推計人口（H30国政局推計）」を基に作成 
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500ｍメッシュ毎の将来の高齢化率の推計結果をみると、令和２年（2020 年）時点では、南部地区、真

谷地地区、楓・登川地区で、高齢化率が高いメッシュが多くなっています。 

 

《図 令和２年（2020年）の 500ｍメッシュ高齢化率（全市）》 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料：国土数値情報「500mメッシュ別将来推計人口（H30国政局推計）」を基に作成 
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令和 12 年（2030 年）時点では、本庁地区、若菜地区、清水沢地区等で高齢化率が高いメッシュが増加

する一方で、南部地区、楓・登川地区等で高齢化率が低下するメッシュが多くなっています。 

 

《図 令和 12年（2030年）の 500ｍメッシュ高齢化率（全市）》 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料：国土数値情報「500mメッシュ別将来推計人口（H30国政局推計）」を基に作成 
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令和22年（2040年）時点では、若菜地区、紅葉山地区等で高齢化率が高いメッシュが増加する一方で、

清水沢地区では大きな変化は見られません。 

 

《図 令和 22年（2040年）の 500ｍメッシュ高齢化率（全市）》 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料：国土数値情報「500mメッシュ別将来推計人口（H30国政局推計）」を基に作成 
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１－２ 土地利用 

①用途地域の状況 

夕張市は8,830haが都市計画区域に指定されており、そのうち約 1,033haに用途地域が指定されて

います。12 種類ある用途地域のうち、夕張市では６種類の用途地域を地域の状況に応じて指定しています。 

大きく住居系、商業系、工業系で分けてみると、住居系用途地域は全部で約 630ha、商業系用途地域は

85ha、工業系用途地域は 318haが指定されています。 

 

種別 面積 

 第１種住居地域 約 509ha 

 第２種住居地域 約 121ha 

住居系 小計 約 630ha 

 近隣商業地域 約 27ha 

 商業地域 約 58ha 

商業系 小計 約 85ha 

 準工業地域 約 216ha 

 工業地域 約 102ha 

工業系 小計 約 318ha 
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《図 用途地域の指定状況》 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料：国土交通省「国土数値情報」より作成 
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②土地利用 

土地利用の状況をみると、夕張市は河川に沿って、市街地が各地区に分散して形成されていることが分

かります。また、農用地は沼ノ沢地区、滝ノ上地区、富野地区を中心に見られます。 

《図 土地利用の状況 平成 28年（2016年）》 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料：国土交通省「国土数値情報」より作成  
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１－３ 都市交通 

①路線バス、デマンド交通の状況 

高速バスは、北海道中央バス(株)によ「高速ゆうばり号」、夕張鉄道(株)による急行バス「札幌急行線」が

札幌市と夕張市を結んでいます。路線バスは、夕鉄バス(株)による「新札夕線」、「夕張市内線」が運行してい

ます。 

また、路線バスが運行していない南部地区、真谷地地区ではデマンド交通を、楓・登川地区、滝ノ上地区で

はタクシー乗車代金の補助を実施しています。 

 

②鉄道の状況 

夕張市内を通る鉄道路線には、石勝線（本線）があります。石勝線については、新夕張駅が特急停車駅と

なっており、とかち（札幌～帯広）の全列車とおおぞら（札幌～釧路）の一部の列車が停車します。普通列車

は、千歳～新夕張間を上り３本/日、下り２本/日が運行しています。 

※令和３年（2021 年）３月時点の状況 
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《図 公共交通ネットワーク》 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料：バス路線は令和２年（2020年）10月１日時点 
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③通勤・通学の状況 

通勤者の状況をみると、他市町村から夕張市へ通勤する従業者は 610 人であり、内訳は栗山町が 188 人で

最も多く、次いで岩見沢市、札幌市、由仁町、千歳市の順になっています。また、夕張市から他市町村へ通勤する

従業者は 309 人であり、内訳は栗山町が 104 人で最も多く、次いで由仁町、岩見沢市、千歳市、札幌市の順

になっています。 

通学者の状況をみると、他市町村から夕張市へ通学する学生は 12 人であり、札幌市からの通学が７人と最も

多くなっています。また、夕張市から他市町村へ通学する学生は 48 人であり、内訳は札幌市、岩見沢市が 12 人

と最も多くなっています。 

《図 通勤者の状況》 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料：総務省「平成 27年国勢調査」 

 

《図 通学者の状況》 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料：総務省「平成 27年国勢調査」  



 

61 

１－４ 経済 

①産業別就業者数 

昭和 45 年（1970 年）以降、夕張市の就業者数は全ての産業において、一貫して減少しており、中でも、第

２次産業が就業者、割合共に減少が大きくなっています。近年は第１次産業の割合が増加傾向にあります。 

 

《図 夕張市の産業別就業者数の推移》 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料：総務省「国勢調査」 

 

《図 夕張市の産業別就業者割合の推移》 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料：総務省「国勢調査」  
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②事業所数の状況 

500ｍメッシュ毎の事業所数の状況をみると、本庁地区、清水沢地区、沼ノ沢地区、紅葉山地区で事業所が

比較的集積していることがわかります。  

《図 500ｍメッシュ毎の事業所数 （平成 26年）（2014年）》 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料：総務省「経済センサス」（平成 26年）  
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事業所数の増減の状況をみると、大部分のメッシュで減少していますが、 清水沢工業団地など一部増加してい

るメッシュも見られます。 

 

《図 事業所数増減 （平成 21年→平成 26年）》 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料：総務省「経済センサス」（平成 21年、平成 26年）  
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③商業 

商圏の状況をみると、夕張市は札幌広域商圏に含まれており、札幌市への買い回り品の流出率が

23.6％となっています。 

《図 札幌広域商圏の買回り品の流出率》 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料：北海道「北海道広域商圏動向調査」（平成 21年） 

 

卸売業・小売業の事業所数・年間商品販売額は減少傾向にあり、今後更なる人口減少が進むことで商圏

が縮小し、スーパー・コンビニ等の生活利便施設の撤退等が生じる可能性があります。 

 

《図 卸売業・小売業の事業所数・年間商品販売額の推移》 

≪事業所数≫                           ≪年間商品販売額≫ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料：平成 3年～19年、26年は総務省・経済産業省「商業統計調査」、平成 24年、平成 28年は総務省・経済産業省

「経済センサス-活動調査」 

※経済センサスは参考値、平成 28 年年間商品販売額は秘匿処理のため非公表  
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④工業 

工業統計によると、夕張市内の事業所数は減少傾向にありましたが、近年は横ばい傾向で推移していま

す。事業所数が減少する一方で工業出荷額は概ね 100億円前後で横ばい傾向となっています。 

 

《図 夕張市の工業事業所数、工業出荷額の推移》  
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料：経済産業省「工業統計調査」（平成 23年、平成 27年は経済センサスの結果をもって工業統計としている） 

※平成 27 年、平成 28 年の工業出荷額は秘匿処理のため非公表 

 

⑤農業 

農業生産額の内訳をみると、メロンが大部分を占めている状況にあります。推移をみると、平成２年

（1990年）のピークから平成 22年（2010年）までは減少傾向にあり、その後は横ばい傾向にあります。 

 

《図 夕張市の農業生産額の推移》 
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⑥観光 

直近 10年間の夕張市の観光入込客数は減少傾向にあります。道内・道外客別にみると、道内客がほとん

どを占めており、道内・道外客共に減少傾向にあります。また、日帰・宿泊客別にみると、日帰客がほとんど

を占めており、減少傾向にある一方、宿泊客は横ばい傾向にあります。 

また、平成 28年度（2016年度）～平成 30年度（2018年度）の月別観光入込客数をみると、５月～８

月、10月、１月～３月の観光入込客数が多くなっています。 

 

《図 夕張市の観光入込客数の推移》 

≪道外・道内客別≫                      ≪日帰・宿泊客別≫ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料：北海道「北海道観光入込客数調査」 

 

《図 夕張市の観光入込客数の推移（月別）》 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料：北海道「北海道観光入込客数調査」 
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１－５ 都市機能 

都市機能施設として、下の表に示す官公庁施設、教育関連施設（小学校、中学校、高等学校、学童クラ

ブ、幼稚園・保育園）、文化・スポーツ施設、集会施設・公衆浴場、医療福祉施設（病院、診療所、歯科診

療所、福祉施設）、商業施設、金融機関、郵便局、公園施設について、立地状況を整理します。 

 

《表 夕張市の都市機能施設の一覧 1/3》 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

分類 名称 地区 住所
国・道の機関 北海道公共職業安定所夕張出張所 本町・若菜地区 本町5-5

札幌家庭裁判所夕張出張所 本町・若菜地区 末広1-92-16

札幌地方裁判所夕張簡易裁判所 本町・若菜地区 末広1-92-16

役場 夕張市役所 本町・若菜地区 本町４－２

南支所 清水沢地区 南清水沢４丁目48番地12

消防 夕張市消防本部 清水沢地区 清水沢宮前町20

夕張市消防署 清水沢地区 清水沢宮前町20

若鹿分団詰所 本町・若菜地区 若菜8-18

富野分団詰所 本町・若菜地区 富野72

南部分団詰所 南部地区 南部東町71 

沼ノ沢分団詰所 沼ノ沢地区 沼ノ沢125

滝の上分団詰所 紅葉山地区 滝ノ上10-1 

紅葉山分団詰所 紅葉山地区 紅葉山117 

集会施設・公衆浴場 ゆうばり文化スポーツセンター 本町・若菜地区 若菜2番地

農業研修センター 沼ノ沢地区 沼ノ沢827番地4

千代田コミュニティセンター 本町・若菜地区 千代田3番地

南部コミュニティセンター 南部地区 南部東町76番地

ゆうばりはまなす会館 本町・若菜地区 平和1番地44

鹿の谷生活館 本庁・若菜地区 鹿の谷3丁目3番地の3

滝ノ上生活館 本庁・若菜地区 滝ノ上

紅葉山会館 紅葉山地区 紅葉山

富野生活館 本庁・若菜地区 富野63番地

清陵町さわやかホール 清水沢地区 清水沢清陵町

南清水沢生活館 清水沢地区 南清水沢4丁目13番地の6

清水沢生活館 清水沢地区 清水沢3丁目144

清栄生活館 清水沢地区 清水沢清栄町

宮前町浴場 清水沢地区 清水沢宮前町16番地の10

真谷地浴場 沼ノ沢地区 真谷地431

清陵浴場（リフレッシュセンター清陵） 清水沢地区 清水沢清陵町６２

ゆうばり共生型ファーム 本庁・若菜地区 本町５丁目５４

真谷地６区集会所 沼ノ沢地区 真谷地６２−６

文化・スポーツ施設 複合拠点施設りすた 清水沢地区 南清水沢４丁目48番地12

生活歴史館 本町・若菜地区 社光11

夕張市石炭博物館 本町・若菜地区 高松7-1

夕張市民健康会館 清水沢地区 清水沢清栄町115

夕張市平和運動公園 本町・若菜地区 平和

清水沢プール 清水沢地区 清水沢清陵町14

鹿の谷球場 本町・若菜地区 鹿の谷山手町31

緑ヶ丘球場 本町・若菜地区 鹿の谷山手町42

ゆうばりテニスコート 本町・若菜地区 若菜2

はまなす国体記念相撲場 本町・若菜地区 若菜2

紅葉山パークゴルフ場 紅葉山地区 紅葉山231番地

マウントレースイスキー場 本町・若菜地区 末広2-4

交流の里きずな 本庁・若菜地区 若菜5番地1

ゆうばり自然体験塾 南部地区 南部岳見町22番地



 

68 

《表 夕張市の都市機能施設の一覧 2/3》 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

分類 名称 地区 住所
小学校 ゆうばり小学校 清水沢地区 清水沢清陵町14

中学校 夕張中学校 清水沢地区 南清水沢3-63

高等学校 夕張高等学校 清水沢地区 南清水沢3-49

夕張高等養護学校 本町・若菜地区 千代田7-1

学童クラブ 若菜すくすく学童クラブ 本町・若菜地区 若菜3-1

清水沢なかよし学童クラブ 清水沢地区 清水沢清陵町14

認定こども園 ゆうばり丘の上こども園 清水沢地区 清水沢３ー１２２

保育所 新夕張保育園 本町・若菜地区 末広2丁目4-1

沼ノ沢保育園 沼ノ沢地区 沼ﾉ沢827番地の4

こじか保育所 本町・若菜地区 鹿の谷山手町54番地

診療所 夕張市立診療所 本町・若菜地区 社光２０

南清水沢診療所 清水沢地区 南清水沢４－８－６

中條医院 紅葉山地区 紅葉山５２６－４０

簗詰医院 清水沢地区 清水沢３－６５

歯科診療所 木村歯科 本町・若菜地区 本町３－６３

清水沢歯科医院 清水沢地区 清水沢３－３

ひうら歯科クリニック 本庁・若菜地区 若菜１１－２９

やなづめファミリー歯科 清水沢地区 南清水沢３丁目27番地1

福祉施設（通所系） デイサービスセンターすずらん 清水沢地区 南清水沢1丁目124番地

デイサービスセンターレインボーヒルズ 本庁・若菜地区 日吉16番地4

ゆうばりデイサービスセンターふるさと 紅葉山地区 紅葉山231番地70

フィットネス型デイサービスハッピーロード 本庁・若菜地区 若菜2番地26

介護老人保健施設夕張 本庁・若菜地区 社光20番地

福祉施設（居住系） グループホーム 夕張サザンクロス 清水沢地区 清水沢1丁目60番地

グループホーム 夕張汽笛が聞こえる 本庁・若菜地区 本町4丁目45番地

グループホーム まどか 清水沢地区 清水沢宮前町22番地

グループホーム 紅葉の里 紅葉山地区 紅葉山２３５番地１１

グループホームわかな 本庁・若菜地区 若菜８番地25

ケアハウスレインボーヒルズ 本庁・若菜地区 日吉16番4

養護老人ホーム夕張紅葉園 紅葉山地区 紅葉山178番地

シルバー共同住宅　陽光 清水沢地区 南清水沢１丁目１２４−５

福祉施設（施設系） 介護老人保健施設 夕張 本庁・若菜地区 社光20番地

介護老人保健施設 虹ヶ丘 本庁・若菜地区 日吉14番地6

特別養護老人ホーム清光園 清水沢地区 南清水沢1丁目54

福祉施設（障害者福祉） ニュー北海道博愛舎 紅葉山地区 紅葉山230番地

北海道博愛舎 紅葉山地区 紅葉山230番地

障がい者支援施設　しみずさわ 清水沢地区 南清水沢4丁目63番地

ぱれっとファーム 南部地区 南部夕南町１８

あ・りさーだ 沼ノ沢地区 沼の沢35番地

福祉施設（その他） 夕張市地域包括支援センター 本庁・若菜地区 本町4丁目2番地

老人福祉会館 本庁・若菜地区 若菜3番地1

金融（銀行） 北洋銀行夕張支店 本庁・若菜地区 本町4-2

北海道信用金庫夕張中央支店 清水沢地区 清水沢３丁目２７

北海道労働金庫夕張出張所 清水沢地区 清水沢宮前町16-1

JA夕張市本所 沼ノ沢地区 沼ノ沢２１３−２７

金融（郵便局） 紅葉山郵便局 紅葉山地区 紅葉山81-3

鹿ノ谷郵便局 本町・若菜地区 鹿の谷3-3

若菜郵便局 本町・若菜地区 若菜10

沼ノ沢郵便局 沼ノ沢地区 沼ノ沢46-1

清水沢郵便局 清水沢地区 清水沢宮前町15

夕張清陵郵便局 清水沢地区 清水沢清陵町62

石狩滝ノ上簡易郵便局 楓・登川・滝ノ上地区 滝ノ上10-20

登川郵便局 楓・登川・滝ノ上地区 登川国有地

夕張南清水沢郵便局 清水沢地区 南清水沢4-13

遠幌郵便局 南部地区 南部岳見町13

南大夕張郵便局 南部地区 南部東町73

夕張本町郵便局 本町・若菜地区 本町3-338

夕張郵便局 本町・若菜地区 末広1-92
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《表 夕張市の都市機能施設の一覧 3/3》 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

分類 名称 地区 住所
公園 新清水沢公園 清水沢地区

沼の沢公園 沼ノ沢地区

岳見公園 南部地区

宮前公園 清水沢地区

南清水沢中央公園 清水沢地区

石炭の歴史村公園 本町・若菜地区

本町ふれあい公園 本町・若菜地区

本町水郷公園 本町・若菜地区

丁未風致公園 ー

滝の上公園 楓・登川・滝ノ上地区 滝ノ上５番地

スーパー等 コープさっぽろ　ゆうばり店 清水沢地区 南清水沢１丁目１４１

夕張あきんど屋 清水沢地区 清水沢３丁目１３１

Ａコープ／メロード店 紅葉山地区 紅葉山５２９－９

ホーマックニコット夕張店 清水沢地区 南清水沢３丁目２７－１

ビックショップかね安 本町・若菜地区 末広２丁目１－６

吉田商店 真谷地地区 真谷地６２

竹中商店 本町・若菜地区 若菜２

ショッピングみさわ 本町・若菜地区 若菜８－１７

コンビニ セイコーマート夕張清水沢店 清水沢地区 清水沢３丁目１３１－２

セイコーマートもみじやま店 紅葉山地区 紅葉山４７１－１

セイコーマート夕張南清水沢店 清水沢地区 南清水沢３丁目３８－３

セイコーマート夕張本町店 本町・若菜地区 本町6丁目1-3

セブンイレブン夕張紅葉山店 紅葉山地区 紅葉山７７
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①官公庁施設 

《図 官公庁施設の立地状況》 
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②教育関連施設 

《図 教育関連施設の立地状況》 
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③文化・スポーツ施設 

《図 文化・スポーツ施設の立地状況》 
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④集会施設・公衆浴場 

《図 集会施設・公衆浴場の立地状況》 
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⑤医療・福祉施設 

《図 医療・福祉施設の立地状況》 
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⑥商業施設 

《図 商業施設の立地状況》 
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⑦金融機関、郵便局 

《図 金融機関、郵便局の立地状況》 
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⑧公園施設 

《図 公園施設の立地状況》 
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１－６ 財政 

①歳入・歳出の状況 

夕張市における、一般会計の歳入・歳出の推移をみると、歳入、歳出ともに横ばい傾向で推移しています。

平成 30年度（2018年度）の歳入総額は約 113億円、歳出総額は約 112億円となっています。 

 

《図 夕張市の歳入の推移》 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料：総務省「市町村別決算状況調」 

 

《図 夕張市の歳出の推移》 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料：総務省「市町村別決算状況調」  
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財政力指数の推移をみると、全国平均や北海道平均が平成20年度（2008年度）から減少、平成24年

度（2012 年度）から横ばいで推移しているのに対し、夕張市も同様の傾向で推移しています。平成 30 年

度（2018年度）の財政力指数は 0.20と北海道平均を下回っています。 

 

《図 財政力指数の推移》 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料：総務省「地方公共団体の主要財政指標一覧」 

 

②公共施設の保有状況 

夕張市の公共施設の保有状況をみると、公営住宅が全体の６割以上を占めており、北海道全体の割合

（約３割）と比べて極めて大きくなっています。また、市民一人あたりの公共施設面積について、道内の人口

１０万人未満の市と比較すると、夕張市は 1 人当たりの公共施設面積が最も大きくなっており、今後の更な

る人口減少により、市民一人当たりの維持管理の負担が増加すると予測されます。 

 

《図 一人あたり公共施設面積の類似市町村との比較》 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料：総務省「公共施設状況調経年比較表」（平成 30年度） 
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《図 夕張市の公共施設の保有状況》 

≪公共施設の構成比≫                     ≪北海道合計との比較≫ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料：総務省「公共施設状況調経年比較表」（平成 30年度） 
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１－７ 地価 

平成 23年（2011年）から令和２年（2020年）の北海道地価調査・地価公示の推移をみると、商業地で

は、本町、清水沢の両地点共に一貫して下落しており、９年間で半額以下になっています。住宅地では、商業

地ほどの下落は見られないものの、いずれの地点も３～４割程度、下落しています。 

 

《図 商業地の地価の状況》               《図 住宅地の地価の状況》 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料：国土交通省「標準値・基準値検索システム」 

 

《図 公示地価、都道府県地価調査の調査地点》 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料：国土交通省「国土数値情報」より作成  
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１－８ 災害 

①土砂災害警戒区域等 

土砂災害警戒区域等は市内の各地区に指定されています。各地区の用途地域内における指定状況をみ

ると、本庁・若菜地区では、本町の広い範囲にわたって指定されているほか、末広から平和にかけても指定

されている範囲が多くなっています。 

清水沢地区では、旧清水沢駅周辺や夕張川、志幌加別川付近を中心に指定されています。沼ノ沢地区、真

谷地地区、紅葉山地区、楓・登川地区では、一部が指定区域となっています。 

 

《図 土砂災害警戒区域等の指定状況》 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料：北海道「土砂災害（特別）警戒区域等の GISデータのダウンロードサービス」を基に作成 
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②洪水浸水想定区域等 

洪水浸水想定区域は富野地区の阿野呂川周辺が指定されています。 

 

《図 洪水浸水想定区域の指定状況》 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料：「夕張市防災マップ」（平成 26年（2014年））を加工して使用 
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③大規模盛土造成地 

大規模盛土造成地は、市内に日吉と南清水沢の２カ所あります。このうち、南清水沢の大規模盛土造成地

の一部は、居住誘導区域に含まれています。 

 

《図 大規模盛土造成地マップ》 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料：夕張市「大規模盛土造成地マップ」より作成 

 

 

  

凡例 

大規模盛土造成地 

：谷埋め型 

：居住誘導区域 

：都市機能誘導区域 
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資料２ 地域・地区アンケート結果 

【表 アンケート概要】 

対象 市内全 81 町内会 

回答期間 令和２年６月 

配布回収 町内会長等を通した直接配布・回収 

回収 78 町内会（回収率：96.3％） 

 

①町内会活動の内容 

《図 町内会活動の内容》 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

②町内会運営の現状 

全市的には、町内会活動の運営が出来ている町内会は 72%となり、全市の 72%を切ったのは、南部と

清水沢となりました。 

《図 町内会運営の現状》 
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③町内会運営の展望 

全市的には、活動が将来も維持できると考えている町内会は 38％であり、全市の 38%を切ったのは、

地域再編地区と若菜地区となりました。 

《図 町内会運営の展望》 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

④現在、町内会活動は充分にできていると思うか。 

「充分に活動できている」と答

えた町内会は少なくなっていま

す。 

紅葉山は全体的に活動できて

いる町内会が多く、清水沢、若菜

は「充分な活動ができていない」

と答えている町内会がまんべん

なく見られます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

:①充分に活動できている 

:②充分な活動ではないが、運営はできている 

:③充分な活動ができず、運営に支障がでている 

:④活動できていない。 

《図 地区別の町内会運営の現状》 
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⑤将来的にも町内会活動を維持していけると思うか。 

現状よりも活動に支障が出

ると予想する町内会が多くな

っています。 

清水沢、若菜は現状と同様

にまんべんなく活動に支障が

出ると予測する町内会がみら

れます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑥町内会同士の協力 

全市的には、町内会同士の協力が必要だと考えている、すでに行っている町内会は79％となっています。

全市の 79％を切ったのは、紅葉山、沼ノ沢、本庁となっています。 

《図 町内会同士の協力の状況》 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

:①充分に活動できている 

:②充分な活動ではないが、運営はできている 

:③充分な活動ができず、運営に支障がでている 

:④活動できていない。 

《図 地区別の町内会運営の展望》 
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⑦地区内集約 

全市的には、将来的なものも含め「集まって住む必要がある」は 54％、「集まって住む必要がない」は

23％となっています。 

《図 地区内集約の意向》 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑧集会施設の維持管理 

全市的には、町内会で維持管理できると考えている町内会は 26％、全市平均 26％を超えたのは、沼ノ

沢、紅葉山で、町内会で維持管理可能と回答しています。 

 

《図 集会施設の維持管理の意向》 
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資料３ 策定経過 

３－１ 策定委員会 

年月日 内容 

令和２年（2020年） 

７月７日 

第１回策定委員会 

 まちづくりマスタープラン見直し、立地適正化計画とは 

 まちづくりマスタープランの見直しと立地適正化計画策定の必要性 

 策定体制、スケジュール 

 意見交換「夕張に住み続けるための課題」 

令和２年（2020年） 

９月 23日 

第２回策定委員会 

 前回委員会のふりかえり 

 地域・地区アンケートの結果 

 まちの将来像、将来都市構造案の検討 

 意見交換「まちの将来像・将来都市構造について」 

令和２年（2020 年）

11月５日 

第３回策定委員会 

 前回委員会のふりかえり 

 誘導区域の検討 

 将来都市構造案、都市機能誘導の方針、地域再編地区の方針、

生産地区の方針の検討 

 意見交換「誘導区域の考え方について」「地区別方針について」 

令和２年（2020 年）

12月 17日 

第４回策定委員会 

 前回委員会のふりかえり 

 地区懇談会での意見について 

 夕張市農協青年部との意見交換結果について 

 計画素案の検討 

 意見交換「計画素案について」 

令和３年（2021年） 

２月 18日 

第５回策定委員会 

 前回委員会のふりかえり 

 パブリックコメント結果について 

 今後のコンパクトシティ推進に向けた方策について 

 意見交換「計画の実現・推進に向けた今後の取組について」 

 

《表 策定委員名簿》 

区分 氏名 所属 

委員長 瀬戸口 剛 北海道大学大学院工学研究院 教授 

委員 豊田 英幸 夕張市農業協同組合 常務理事 

委員 堤 茂樹 北海道夕張高等学校 校長 

委員 石井 旭 地方独立行政法人北海道立総合研究機構 建築研究本部地域研究部 主査 

委員 高橋 道晴 北洋銀行夕張支店 支店長 

委員 澤井 俊和 ゆうばり再生市民会議 代表 

委員 中條 俊博 夕張市医師会 会長 

特別委員 宮内 孝 北海道大学大学院工学研究院 学術研究員 

アドバイザー 松村 博文 地方独立行政法人北海道立総合研究機構 建築研究本部北方建築総合研究所 副所長 
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３－２ 市民会議 

年月日 内容 

令和２年（2020年） 

７月 28日 

第１回市民会議 

 夕張の将来都市像についての分析（北海道大学工学研究院 

都市地域デザイン学研究室） 

 夕張の将来都市像を考える「まちづくりワークショップ」 

テーマ：人口が減少するなかでの地区運営の在り方について 

 夕張市の都市拠点となる地区に必要なもの 

 夕張市で市民が住み続ける地区に望むもの 

 人口が残らない地区に望むもの 

 全体意見交換 

令和２年（2020年） 

９月 23日 

第２回市民会議 

 夕張の将来都市像についての分析（北海道大学工学研究院 

都市地域デザイン学研究室） 

 夕張の将来都市像を考える「まちづくりワークショップ」 

テーマ：地区の将来像について／地区で必要となる取り組みについて 

 集会施設再編へのご意見 

 人口減少下での地区運営の在り方について（町内会・連合町内会） 

 空き地空き家の跡地利用について 

 全体意見交換 

 

３－３ 地区懇談会 

 年月日 会場 内容 

１ 令和２年（2020年）

10月 12日 

夕張市役所  まちづくりマスタープランとは 

 夕張に住み続けるための課題 

 将来都市構造、各地区の特色と方向性 

 意見交換 

 お住まいの地区の魅力や自慢 

 夕張で幸せな暮らしを実現するための方法（アイデア） 

 

 

 

 

 

 

２ 令和２年（2020年） 

10月 12日 

はまなす会館 

３ 令和２年（2020年） 

12月９日 

農業研修センター 

４ 令和２年（2020年） 

12月９日 

紅葉山会館 

５ 令和２年（2020年） 

12月 10日 

拠点複合施設「りすた」 

６ 令和２年（2020年） 

12月 10日 

拠点複合施設「りすた」 
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